
町子和39咋度ほ拡張された/卜耗設肺の効率的な渾ノ抑こよって,/卜

搾量のこ言上録出所を子fなったほか,超甜肖ビルIr什卜や′ぷ‾安増加lに作う

新製ん絹目先など,質,量ともにプ陀柑圭仙な成長を遂げた咋である(

新技術の開発は,まずわがl月超高層ビル第一シテとして托【_+されて

いるホテルニューオータニ納の東川エレベータ群があけられる.｡こ

のビルは建築巷準法政‾亡Ⅰ三とともに+一リンピック仙ナとして.汁向され

たものであって,わが【jヨの本格的な超高侶娃築としての新技術を娃

築丁法,ビ叫ノっ話汚設臓に多数織り込まれたモデルピノしである.｢まけ

に,粟川エレベータ肝に採=した乍静l卜形柿還制御セラコンスタッ

クプチ式ほ口丁/二製rF所が乍】11二非のイi.撒掛こj-)がし郎)技術水準に対する

認戯を深〆)るために糊薙したものである｡これほ,わが田柄のオリ

ンピック開催に当たり,会期小まったく保小こ子を要しない高信節

度の新制御ノブ式開発を‡‾一腰としたもので,30kWという大締量エレ

ベータであるにかかわらす高精度の右メイこ件能とl】j桁な速度粋l生は同

際的なホテルにふさわしい新ノノ式である｡また,このビルがカーテ

ソ ウォールニr二法による鉄骨構造であるため客三三に対して無振動,無

騒音をトl慄とした各種のくふうな織り込まれている｡しかも,かご

の意匠は外人向けとして足話､卜のある水仙襲様で蒲着いた感じの11木

調を表現した1そのほか,上;】二部虎業観光センタービルにも地卜100

mの高層まで観光ノ糾口としてサービスする両統ギヤード105111/lⅥjn

2f†を丹め8子㌻のエレベータ肝な納入した｡

交流エレベータほA形エレベータの′ニー､連な需曹増加=こげってブラ

ウンⅢ形を閃光したほか,も'〔一束の規格を‾妃新することによって新規

格形化を搾lる--･力,/卜藤枝術のコード化による人幅な二l二手■ヱね紬を′丈

現し,揃場の拡張も推進できた(また,軸外.‾お安も滋近次第iご女芯

化したうえに,再粘-･舶Il了場仙ナEA形エレベータも現地の好.沖を

博しているが,さらにタイ,パキス_タンなどからも相次いで受托し

た〔こjtFJの実績から,/㌢後,如午才アジア向H‾の仝愉川エレベータ

に対し,それぞれ輸｢H九のl‾l川手に応じて独特の規桁形化が行なえる

とJ且われる｡

一プム ニi｢(体駈中設仙エわが何の駅申事帖を考慮して,たとえばバ

ウザー形の日勤化,フォーク形の高速化,ロータリ形の小間乗人jt

などの新方式を開発したで-♪ これほ,駅巾`ぷ要の増加に作って,州人

柿崎間の問題を解決し駅中能率を上げるために採川したものであ

書

第2図 十干ノLニ1_-ニー‾一々二納一乗用エン/こ-ノケ群

第1岡 ホテルニューオータニ令居

る｢次に,エスカレークは新幹線,モノレールや高速度交通常田向

けなどの紳助｢】(Jな交通検閲として大量に採用されたが,これはェス

カレークの本質的な特長を所用する新気運が復活したといえよう｡

また,ll､■(i処作所独特のクリスクレータが丙ドイツへ輸附されてま

だ11が描いが,/㌻l‾‖しさF)にBeck&Henkel什へ技術輸出し,芥

椎のエスカレ叩クを欣州市場の各方面に進出させることになった｡

この技術輸==エ‾業界の汀Rのn如こなっており,/㌢後の発展が期待さ

Jtてい子ト

1d.1エ レ ベ ー タ

柑.1.1直流エレベータ

附不ロ39咋8H,郁l勺の心臓部紀尾非町の高台にわが国最初の超

高層ビルの威解を諮りつつ完成したホテルニューオータニは新い､

l刷宗建築として世界の往口を浴びている｡このビルはオリンピック

rぎ‾･はして短時口に建設されたものであって,しかも長年懸案になっ

ていた超高層ビルとしての新技術を多数織り込んである(,とくに,

康用エレベータ粁ほ超高層ビル用エレベータが少ないわが同の現状

において,エレベータに関するわが国の技術水準を国際的に評価さ

れる絶好の機会になるといえる｡したがって,カーテン ウォール1二

法を採用した鉄骨構造では建物自体の相関変位に関する考慮や客右

に対する防振,防音策など種々の‾‾｢夫を凝らしている｡しかも,国

際客でにぎわうオリンピック開催[いに今台能率よく運転させるた

め,迅速な運転(Swift),1【二確な着床(Sure),静舶な運転(Silent)

をモットーとしてセラコンスタックプJ式ギャレス エレベータを開

発した｡この斯ブナ式ほ高利得の帖還制御系と/ミイロット ブラシに

ょる非l白二線性電口三降‾卜補償装荷(特許申請｢い)を応用した乍静l卜形帰

還制御であって,従束の何転形補償装置の効果を向上させ,さらに

終年射ヒ′や過削;頒転など右休作能に含まれた焚鍬大】r▲の景手管も少

なくできるもので,常に心許な運転む行なう.1こう紳心の作意を払〔

たて別御ノノ′(である｢.

おもな特長ほ次のとおり〔

(1)1モ静止形帰還制御を採用しているので,経年変化の少ない

安定した速度特性を有している｡

(2)パイロット ブラシiこよる独特の帰還制御系を開発したの

-138-
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で,-･口中の負荷変化はもちろん過f与仙逆転でも±5Illlll

以卜の精解着妹を行なうu

(3)高利得のAVR-･･IR制御系によ1)て迅速でかつl■川な速度

了別御を行なう｡

(4)ンヒ仝に仲J【二した綾,ブレーキがかかるのでいっ止ったかJ)

かドJないはどソフトな仲l卜を子fなう∪

(5)かごが行11一二したときにはドアがすでにう州ルているげご,

運転能率がさ仁〕に向上した‥

(6)微妙な喘還制御系を静止形化したので,肘､1二に･まったく人

手を要しない｡

(7)凹転機,制御矧恥)小形化をLラ針),拙什面積な約20%鮒

小したので,建築費を節減できる｡

弟2図は運転小のセラコンスタックノノ式エレベータ即,第3図は

新ブロック ダイアグラム,弟4図ほその新速度州生む′Jけものであ

る｡

次に,大阪駅前の交通の要鮒こ画した滋咽て卜命ピノしにほ1バンク

8≠√のComputomaticTraffic Programillgを納入した｡このノノ式

は中電ビルで詳細に分析した管畢1主要糸を織り込んで.乳汁したもので

あって,わが】玉lの大形ビルが外周に比べてビル1勺交通量が非･淋こ多

く,たとえば1バンク3～5白樫度のビルに比べると,かご内発て存

の那加こ左イてされて相前後して別居する確率が高くなるっしたがっ

て,向い介った2抑こ対して総釧勺な管雌力法な講じてダンゴ運転

l

を少なくする特別なこに夫が必要となる｡しかも,

ともにホールにおける乗客の舵維も激しくな

るから,混雑時における輸送台巨力必化と糾!】と

的な運転が必要である｡これに刈'して,l-]‾‾､■(

製作所では1バンク2グループ式の独特な

ComputomaticTra斤icPrograming(特許｢い

.描｢い)を開発したが,これらの管即効果につ

いては‾車虜所ビルl勺交通詰要の′馴州生からあ

らかじめシミュレートし,さらにビルの特殊

性を織り込むことが有効である｡またこのヒ

ルが松川地‾F街の繁華街と隣接した位掛こあ

って,地‾卜2階が連絡通路になっているため,

1階と地下2階の交通量が非仰こ多く,この

山が他のビルの事情と大きく相違しているしノ

したがって,地‾F2階から1階へサービスす

るエスカレータの機能と総合した運転計画に

よって,出勤時と平常時には1階,起動時と

過食時が指令されたときにほ地下2階を湛準

階としてrl動的に選択する独特の方式を採川

した｡--▲力,特電したとき(･こも,非常屯淋に

並列舟数の増加と

第4凶 別 姓 比 柑1ノL三

格子J■すると｢｢-■J将にあらかLLめ止め仁JJLたスケジューノLに紘一_,て+二子r

♂)エレベータ釧損次1仁l動什小こ子如1‡させるノノ式なり=1jするなど,近代

ビルにふさわしい新ノノ式をイJ■する乍山励椰管州エレベータの′㌻後の

紙柑三がJ別待されている.｢

lる.1.2 高級エレベータの新意匠

拍近のデザ･ナンにほ,かごや三方わくに■如上J′･州斗ぞ妄ご抑-トjしたさ

ん耕なものが多いL_.すなわケJ大柄硬蛙の高いメラミン′化柳瀬の利

川,化雛面硬度の高い樹肺系碑別の仲川,さドっに加卜件のよいアク

リル系樹脂桝の照明㍑三吉具への利用などにより従火の鋼板塗り仕上に

はない風刺勺に新しい分野が例二充されている｡

また加し】∴枝祢細けこ二手丸､ても,ステンレスヤア′しミr†食の耐1-1に什

う大曲処JLlり去術の向卜があ～=l本棚なふん州1もの必安な場付こほ,

lノL榊描艶イけ地などむ似ぎjLた脂j出も=也Lしている｡11卜に代ム仙なテ

ザインについて射り｢する｡

(1)ホテルニ∴-オーメニ納のかこ

ロビーなど一別培地築山装との凋如こ和∴沖_i‾･ゴさ,ソフトなふん

州災ながら格調高い点灯三である〔すなわナノ側倣に化断水=碑りを

子十ない,人外の遠州‾う÷殊照l朔枇との効果的な糾で丁せを子Jなったも

ので,jl付朋伽卜血の散光ペレットがl捌凄投光方式に輝く構造とな

っている｡

(2)二1J(郁観光センターー納び)かご

拝=祭観光耶l山(郁の且関=にあるこ〃)ピノLほ,その特損卜芹穐

の純日本調な装飾が施されている｡かごも表耐こコーチングをし

選整髪室よ三
､塁-ヌ〇‾こ蓮ノ･宍

た有γ乃ノ

〈r-x◆;′rく

爺5同 ホテルニュー:トークニ納かこ 祈6川 以即納光センター納かニ

～139-



140 哨和4n牛1月

‾‾し‾‾‾望空っ冠盃盃嘉‾覆≡吉謂

_.発頭堅琴
一ぉ じ-■_

讐塁茎
‾‾‾‾･_鳶彗

で克:_∫

転:･….一芸

lム

第7図 イースタンビル納山人【+【叫り

た西陣織"飛雲”をはり,照明ほ和宅の障｢を模した格子状照明

板として日本間に朝Rのさし込むようなムードを醸成するデザイ

ンとなっている∩

(3)イースタンビル納出入川口=)

出入口扉,Hl人口わく,前曲化粧パネルに,l+立製樹脂化粧板

"ヒッター”を使用して近代感覚にマッチする直線的なデザイン

としたものであり事頗所ビルなどの機能に主眼をおく建築内装に

おけるエレベータホールに効果的である｡

1d.1.3 交流エレベータ

ここ数年におけるエレベータ遵転方式の発達はめざましく,仝白

助並列運転から群管即運転までビルの用途にん㌫じた各種管理運転方

式が開発された｡これら一連の管禅道転力式として今回ツイン ダ

ウン コレクティブ コントロールとトリプレックス ダウン コレク

ティブ コントロールを開発した｡この方式ほさきに開発したダウ

ン コレクティブ コントロール エレベータを2台または3台並設

したときに最短の待時間となるよう管理運転を行なうもので,特に

海外輸出の場合には現地の特殊酎青を考慮してあるっ第卜号エレベ

ータを香港政け,ナショナル
インベストメント カンパニー納とし

て香港に輸出したっ

交流二段速度用モータのうーら5.5kW,7.5kWについてモータ特

性の改善,E種絶縁,フランジタイプの採用などにより小形化を図

り,さきに開発したTW形トラクションマシンとの組合せによって

小形,軽量で据付,保亡ヾfの安手易な,しかも振軌 騒音の′トさい高性

能なマシンを完成した｡

特殊エレベータとして,東京国際会館の12チャンネルTVスタ

ジオ専用の大形エレベータが完成した(このエレベータは倉庫から

スタジオへ舞台装置用諸道具をほじめ移動カメラ卓など大形重量物

評 論 第47巻 第1り▲

第9凶 漢兢国際会館納人形エレベータのかご外観

を運搬するためかご妹の剛性を高めるとともに,出入｢t高さ,幅と

も普通のエレベータの2倍以上のサイズにしてある｡したがってド

ア駆動装置も円滑な開閉が行なえるよう特にVM-T形を開発し

た｡また,名■1▲崖市の堀内ビル網目動卓用エレベータはロープ式エ

レベータ2≠子を並設し,1手｢ほ人樺,1台は出樟専用としてそれぞ

れ1階とB階に常時待機して能率よく搬出人を行ない,ラッシュ時

にほ基準階を変更して2台とも入庫または出席に専念し,迅速に搬

出入を行なうことができる｡入出蝿がひんばんな駐中場エレベータ

にほ好適な方式として注目されている｡

1る.1.4 Å形エレベータ

実用本位のエレベータとして,規格化と缶舛化されたA形エレベ

ータは,その実利生と経済性を高く丘F仙され,すでに千数百台を納

入した｡･--･カ製占占の寓要分析を行ない,斡装のないエレベータを11

標に昨年よりデラックス形の生産を開始した｡このA形デラックス

は,シノレミー,ブラウン1形の2種でぎん新な一意匠ときめの細かい

構造を特長とするエレベータで最近増加しつつある需要傾向にマッ

チした異色製!㌧㌔lであるが本年にほいりブラウン1形を意匠的効果と

化粧表面特性の｢呂Jトニを卜1標にブラウソⅡ形をノぷ成し,生産にはいっ

た｡これほ,かご人Jl二を光人外,側枚,虎を重厚な木1_】模様として

第8凶 ノランシタイブのモータ

を組込んだTW形トラク､ン･-ン
■､′ シ′二′/
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第11図 油圧式乗用エレベータ

純Il木的な趣向を織F)込み,かご隅附こ配粁したアル=け也が明る

くやわらかい感覚をあたえている｡ブラウソⅢノ桝よ,大境ビルに打‡

1-リー機として納入した後,あいついで定‥_t渓グランドホテル,紫水

間,九重会館などすでに多数の受注実績を示している｡従来,化雛

t如こメラミソ化粧板を使用することは構造上と作業性から高級エレ

ベータのみに採用されていたが,A形に適用可能な特殊構造と作業

法を確立し,A形シリーズ全機種に対し,64年度の新意佗として採

川したものである｡おもな特長は次のとおF)である｡

(1)天井は,光学的に効果のある波状ルミパネ′り汐光夫非を位

相し均一な照明効果を得ている｡

(2)かご側板,扉にほ,低圧メラミン化枇板を恍川し,_女L由利

性を向上させると川時に防振,防音に対しても効果的なも

のとした｡

(3)かご側板,靡の息忙は_利幸な木】‾l模様で,かご隅部のR形

アルミ1+地と,ルミパネルの只代明幼児に+二り悼舵なやわF)

かいムードを憶成させているn

lる.1.5 油圧式エレベータ

(1)凛用エレベータ

わが国最初の矧l汀-1として打ノ畑iから子+二=左一難めてい/こ二女川†ふ言〔

銀子f新柄J.しi納油圧式東川エレベータが,旧称39咋二川机沖褒に

′さ考業運転にはいった｡おもな仕様ほ速度30111/nlin,積載量500

kg,行程7,600mmである｡

これにほ従来日動中川で得た豊富な州仕技術の経験が十分に!卜

かされている｡加えて騒芹_充′卜の要r大Ⅰである洲一別氏軌およびり三ソJ

エネルギーのノ〇しゅんな変化を車軸衣する特殊装臥 弟妹を袖供す

る抽温検出装掛,州托ジャッキのパッキング装揖など±るところ

に研先の成果な織りうAみ,東川にふさj)しい性能什J二を】実ト)た｡

すなわち,

(i)流体ル､f:に基づく制御バルブの政沖,打汀チ矧rちこなどにより

洲-l一三に特白▲な騒音が少な∴畔帖である′｢

独得のダウンレベリングカノ小こより居りミ.己【捕(.t±5111111u

卜である∩

(iii)加減速特件にすぐれ シ二王ツタ訓点じなし､

など所期の1け付を十分満たすに出る逆転性能を尖鋭することがで

きた｡

リlきつづきほぼ同一仕様の2り･機を東海鎚7‾‾】二桝柑.iiに納人し,

39年人道転を開始した｡

油圧式エレベータは,ローブプしと比較して上階に機械室を必要

とせずまたかランタウエートが不要なため昇降路面桔がせまくて

すむ■など･山:フ軌軒ビルを有効に利用でき,行程の比較的小さいビル,
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銀子J･,柄院または､′/ミートに巌適である｡ノ/㌻後のビル.馴削こ一人

エポックを何するものとして多くの.言再選む呼んでいる()

(2)l-H,PHF形1′】軌中川エレベータ

=軌巾〝)大衆常軌こ伴い,ビルの地‾下駄巾場は生すます増加す

る気運にある｡ここには仙什式エレベータを設絆して‖動申の桁

納‾ぞビffなうのがすでi･こ常.識化してきた｡39iF度ほこの駅申難を解

才人する一発をになって,さきに実用本附こ開発したPHF形i仙l三

式エレベータの供給なさレ〕に解跡こするため各所に徹底的な検.さ寸

を加え,量産化と納畑ほ細紳)態勢を㈲めた∩

納入`臭鮨をながめると,速度15m/minのPH形,5111/111主nの

PHF形ともはばl司数附空で10教子√を数える〔これは従火に見ら

れない析批であり,巨軽実な成長ぶりを示している｡大都山よりも

石■11‾ノぅミ,ノーム島など地プー欄;市への進出が圧倒的で60%を占め,例

て卜にない特出といえる｡言上録■■†｢■lとしてほ｢l本交通本社ピノし納の速

度15111/111h,行長上11.2mがあげられ,わがト巨l巌大行鞋を.さ今る-〕

1る.2 立体駐車場

Id.2.lハイカレジ･フォーク形

l獅】139年怯もHl今に引きつづき駄中場の建設があいつぎ甜鞋基

数では38年度実践をはるかにこえ,その1.5陪に通した(JIl上製

作所では従来より各種の駐中設備を開発納入し好舟を得ているがハ

イガレジ･フォーク形ほさらに性能向上と標準化に垂ノ＼!よを揮いて改

善を加えた〔すなわちFSM,FSL,Fl)M,FDL形の一連の標準形

ほ｢称発以束蓄構した経験に新しい技術を織り込んで立体雛申場のチト

命である土地利ノーT+率の増加と,入出擁時間の短縮を主眼に改良し,

標準化したものである｡

そのおもな改良点は

(1)フォークメカニズムの私室分イIiと機片棚止拭を適L州こ打なう

ことによって機構の厚みを大幅に縮め,空間利用率を高めて収容

櫨ノJを約10%増加した｡こJり引』1勺のエレベータ式立体駈車設

仰いもっとも収容能ノブが火きい｡

(2)1'Ⅰ動申すくい椒り機構ほエレベータのロービングをエンド

レスにしてカウンタウエートの積量を利川するようにした｡すな

J)ちケージイ札 カウンタウエート側のロープエンドを持ち上け装

f鞋のi-一石端に連糸おする力式を採用した結果所安動作時間が従来の%

に加納され,しかも勅プJな光に縮減することができた(特許出願

小)｡

39年10月名古鼠了けの興和不動産株式会社に納入したFSM-･19形

ハイガレジは以上の改良を加えたビル如込形の代女的なものであ

り,きわめて女f調iこさ唱転な続けている｡

16･2･2 ハイガレジ･バウザー形

エレベータ･クレーンカ式の本体と,チェックカードノノ式による

独特の駅中管理力法を特長とするハイガレジ･バウザー形ほ,2基

ないし3拡で偶成され1基で111劇中を100≠赫J彼処判とできる大形の

二､j.(二体脂川〔.割f詣である〔J

木椀ほアメリカにムける磯城心:と体駈申請削岸iのうち投入の納人りご

続なもつ機種であるn｢‾卜ゝ】上製作所でほ昨年わがL項で巌初の2月三を鉱

仲松坂ノぅ主に納人した後,わが何の駈卓刺青を考慮して恥入脚古間の

加納と狭陥な場所にも比凋できるようiこ工夫し,たとえば東Ji=+庄

渋才さ/く-キングビルに納入し業界の注目を浴びている｡

油虫日賭渋谷パーキングビルは地上7ド民 地下1階のパーキング

ビルで木椀を2去㌫貨r一等して,合計237子iにおよぷ日動車副文解し,

さらi･こi二l劇中のメンテナンス,サービスをも行なう児想的な捌"拉

諮るものである｡

新たに開発した+;機のおもな特艮は次のとおりであるし〕

(1)制御方ノしとして,独特のマルチ･ディレクション･コント

…141-
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観適立

節121ズ1｢†拝渋谷/く-キングビル納/ミlンーりニー杉

立体比和設腑

ロー′しノノ式をり目先し,エレベータによか珪巾二適転と,エレベータ

をつF)‾卜げた大ルクレーンの水ヤ運転とを(†成した般触乱主離をj+土

速,‖戸削こし運転能ヰミのIこりl二をほかった｡

(2)エレベータi料こは独口の振れ止め装掟を川いるとともに,

水平駆動電動機の速度て別御に卜夫をこらし棋ゆれを防l卜したり

(3)チェックカードカ式ほ駈卓捌桁の立地粂作に√†わせ,｢Jl人

樽崎偶の短桁をはかるもっとも合舛的な方法とした｡

(4)わがl+ヨの駄申設腑の姐築封如こ適するような隅i出郷Fう発し

たほか,狭い場所にほターンテーブルを応川し,スペースを滋大

限に活用した｡

以上,性能･構造ともに目よ製作所の長年にわたるエレベータ技

術の特長を生かして面1‡lを一新したバウザー形は,わが何の人形二､ソニ

体駈串設僻としてさらに今後の活躍が期待される〔

1d.2.3 ハイガレジ･ロータリ形

I二l立ハイガレジ･ロータリ形は,特に安全と人山伸の敵如こ伯′･､-､t

を二fゴいて開発したもので,次のような多くの特長なもっている｡

(a)設筐面積が小さくてすみ,スペース利用効率はほかの機械

式駐車設備に比べて最も高い｡

(b)格納数10～30子†程度が経絡設計で,.殺掛ii位として非肘

に手ごろである｡

(c)入出倖の操作ほ抑ボタンを押すだけで約巾,碓尖でスピー

ディにできる｡

(d)構造簡｢咋で設備料,維持幼が格安であるリ

ビル組込式の第1-リー機ほ大形巾16千丁川で火汀小動産セいl川+一山汁

ビルiこ納入し,稼動小である｡

(1)標準形(下部庶人)

射羊不動産株式会右1二坂洋ビルにりは続いて納人した小ノ抄中1(汁｢

用ほ,上記第1-[ゴ･機と並段さJL女f調に稼動Lj‾-である｡

｢1本信用販売株式会社に大形中二24缶用と小形-!卜24テナ川各1基

を納入した｡本設備にこねいては2基…を縦列配挺とし構造な合朗化

するとともi･こ肘付スペースを縮′J､した｡

(2)サンク形(.卜榔乗人)

株式会社長子i川‾-Ⅰ一梼㌧ぎH二納人したサンクノ剛卜中.i貨備は,わがl!ヨ

で初めての地卜循環式駈トト設肺で過大形展開中1471を全都地下

に収容する∩肺造はメリーゴーランド式とよばれているものとほ

ぼ川様であるれノ良一川;で煎人入るたふ7-)にクーーシ1(よニi山リリとし,

.沖
論 打さ47巻 第1FJ･

ら′ご13凶 チェックカート■'‾方式によるカード仏り･盤

第14回 1三谷川.‾上軌.iてハイカ､'レ〉ジ山人口付近

したがってスプロケットは段ちがい耐F#となっている｡_1二i抑榊別

に運転‾｢虎降川ステップを.設け,ケージ運行小はl坦1転軌跡外iこ退

避するため移動式とした｡

=的ケージの呼寄せ,移動ステップのj軌作および出入口とびら

の開閉ば占知′伽こ連動し,恍作盤の押ボタンによってすべてl]勅

l′伽こ挽作される〔

tる.3 エスカレータ

lる.3.1新幹線ホーム用エスカレータ

州加島新幹線が開通し,そのホームへ乗客を誘き導する交通機関と

して,エスカレータによるサービスが仝l射如ことりあけられている亡.

日)二仁製作所は,熱海駅と新大阪駅に各6台ずつの1200形エスカ

レータを納人し紙沖な運転を鋭けている｡

熱海駅,新大阪駅のエスカレークとも,卓上在線から新幹線出札広

川までのコンコースに各2手?,改札口からホームまでに各4台が.没

肺されているし.

これらのエスカレータには,紫ユ､件什ニスイッチ･管J型当iにおいて

エスカレータの運行を集中的に監視できる警報盤などの安全装臣が

.設けられ
また,クリートライザ式蹄段,特殊意匠の欄十,車両の

風把に耐えるl亡ミ掘=斐構造のトラスなど,駅瑚エスカレータにふさわ

しい新しい設計が多数織りこまjtている｡

駅にエスカレーメな.泣こナた例は二,二あるれ 今回のようiこホー
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ムまでの二‡‾二要交通織関とLて大量の大形エスカレークが.制Jfiされた

ことほ初めてであり,エスカレーケの新しい川途ボニ川川iしたヰ_､のと

して71三=できる∩

l占.3.2 エスカレータ西独へ技術輸出

】‾1i‡エスカレータの内卜､ィッBeck&Ilenlくel什への技術愉けiは,

37年口謀の令透明式エスカレータ4子㌻が桝ドイツ･ケ′しン巾の大デ

パート,カウフホツフ百貨仰こ納入されたこノ′)かド〕取り上けド〕れ,

B&H社のほかにも数社の屯機械メーカかr川lし入jLがあ一つたが

最も有甲なB&H什にテ火足したものである∩

従来,欧米におけるエスカレークほ`吏別一一ノ∴亡ばりで,昔忙｢1勺にじ

見な製品が三仁流をJiめ,かつ,乗心地,ノf命などの,テ副生能において

もわが国を下阿るものが多かったっ カウフホーフロ貸I如こ納入した

口立全透明式エスカレータは,こうしたホい概念を破ったもので,

近代建築にマッチしたざん新で慢芙なデザイン,快適な乗心地,お

よびハイてミロソ介成ゴム製の也調無かなハンドレールなどが非冊な

汁l二1を集めてきた〔

本技術提携は,押ドイツにおけるこのようなエスカレータ界の変

遷にいち早く対処するため締約されたもので,すでに現地′ヒ産の態

勢を整えつつある〔

わが国から外国への技術輸出のほとんどはいわゆる低開発地域に

対するものであり,技術の先進何であるドイツに対し,I-1木かじJ屯

機械輸出の門戸を開いた今川の技術輸rHは,Fl了7:エスカレータがあ

らゆる技術面において欧州の水準を上担1っている真価を実証したも

のとして意義が大きい〔またその販′ノヒ地域が,ソビエト連邦を除い

た全欧州およびアラブ連介な含む中近東謂l七1の広範州にオったってい

るので,/㌢後口セェスカレーークの欧+什乍城への准㍍が`ゲ幸弘となり.

価値の高い技術捏携である∩

1占.3.3 オート ライ ン

粟･降l‾lの:女乍件を｢亡紳),了｢迎描転が可能なオートラインが破く

要求された(この要求にこたえ,粟･降｢tむくし状の枇にしてべ′L

第16同 所枠線新人阪駅納1200T形ホーム用エスカレータ
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祈17l文1‾t二場試験小のオートライン‾=丁動くし枇

トのみぞとかみあわせる方式を採用したメ‾-トライソを開発した∩

ベルト特有のくせによって/卜ずる蛇子fを防I卜するため,ベルト東

面に蛇行防止ムぞを設け,この蛇マナ防ILみぞとかみあうさんイ､Jせブ

ーリ(特許出願小)を採用している∩ ベルト表面には,オートライ

ンの乗･降口に設けられた,ベルトのわずかな蛇行にも同期して動

くスイング式可動くし板(特許出願中)に完全にかみあうことができ

る鮒かく,かつ変形のない縦みぞがつくられている｡

このくし板の可■動榔ほ,--t-r心にもどる復帖力をもったスイングレ

バーとして,偏荷電でも僻みに動作できる構造とし,ベルト11二部に

は,ベ′しトの蛇行をキャッチする蛇行検肘装躍をそなえている｡

このようなオートラインの開発によって,乗･降l‾二lの′女全件を高

め,可逆逆転を‾口r能にし,かつ,くし板とべ′しト表面みぞとの間は,

一.;耶こすきまを保って動くので,べ′しトやくし板の良ノ≠命を保証でき

るなど多くの利ノさよをもっている｡

この結果二女令で,かつ広粗相な利用が〔】‾一能となり,今後の`石蟹が

期待される〔
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